





かけでした。尾上菊之助扮する源義経の人生に一つのロマンを感じたのです。それで私は小学五年生の時に、源氏についての論文を書いたのですが、その主題は義経ではなく頼朝 した。義経の人生は判官贔屓な日本人の哀愁をそそるもので が、私はむしろ武家政権の基盤 築い 頼朝の政治手法に関心を抱いたのです。これは当時の担任の教諭にとても褒められました。思えば私の史学者と ての素養はこの頃に芽生えていたのかもしれません。　
もう一つ、小学生の私の興味をとらえたのが、図書館で見たアンコールワット 写真です。その壮観

















時の進路指導担当教員に「私は文学部史学科に入学して、 いずれは研究者になりたい」と話したところ、床に転がって大笑いされました。 「鵜月はそもそも学校に来ない。たまに来たと思えば必ず寝ている」と言われるような生徒だったので、それも当然だったかもしれません 両親も「文学部になんて行って就職できるのか」と心配しまし 。そんな反応にもめげることなく、私は初心を貫き、立教大学文学部史学科に入学しました。　
もっともその頃はまだ研究テーマも明確でなく、 ゼミは女子が一番多かったアメリカ史を選びました。





授であった富田虎男先生に泣きついてしまいました。そんなときに富田先生が渡してくれたのが一冊の本です。都市労働民衆史に関する難解な原書で、二週間ほど英語 格闘しました。しかしその時 読後感は今 も忘れられません。論文を書く意欲が、あたかも自分が研究者の仲間入りをしたような充実感が、ふつふつと湧き上がってきました。そして、マイクロフィルムを必死で読みながら、何と 都市労働民衆史のテーマで修士論文を書 上げることができ、一定の充実感を持つことが出来ました。大学院時代には、東大や一橋大の院生たちと深く付き合い、共に将来の夢を語り合いました。様々な共著も執筆しました。　
その後、博士後期課程の途中でしたが、一九八八年に札幌学院大学に職を得たことで、生まれて初め
て東京を離れ、産まれたばかりの長男と共に氷点下の雪中暮らしを始めまし 。札幌で得た大きな出会いがアイヌ民族です。本州で生まれ育ち、 まり「 族」の存在を意識することがなかった私にとって日本にも先住民が存在 るという当た 前の事実を肌で感じることがで ました。アイヌ民族との出会いはそればかりか、私の研究 も大きな影響を たらしました。先述したようにそれま 私の研究の主眼は都市労働民衆史でしたが、アイヌ民族に出会ったことで、同じよう 悲惨な歴史を持つ米国 先住民であるネイティブ・アメリカンから見た歴 も目 向けさせられ のです。特に明治政府によるアイヌ政策に米政府のネイティブ・アメリカン政策と 類似性を見出し 自分 専門分野の軸足 富田先生の専門でも 史へと切り替えていきました。 先生に札幌にお越しいただいては、そのご指導の下で共に 料を分析 調査する充実感を味わいま 。こうした経験 通じてネイティブ・アメリカン史研究を一生の仕事と定めるこ が出来 した。札幌での六年間 研究生活は












らは、多大なるご支援を頂きました。残念ながら紙幅の都合上、これまで数々のご厚意を賜った皆さま全員のお名前を列挙することができませんが、深く御礼申し上げます。さすが本学はキリスト教に基づいた博愛精神に溢れた大学であると実感している ころです。特に常に私 研究の道標であっ 富田先生および本学の大先輩である小井高志先生には、心から感謝申し上げます。また病身 身にあった私常に支えてくれた家族にも感謝 ながら、筆を置きたいと思います。　
人生の残り時間でどれだけのことができるか分かりませんが、私なりに精一杯努力して参りたい 存
じます。二一年間に及ぶご指導とご鞭撻、本当にありがとうございました。
（本学文学部前教授）
